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次ページに続く 

常
駐
代
表
者
会
議 

標
記
会
議(

小
笠
原
元
功
議
長)

が
、
７
月

日(

木)

に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

■
府
か
ら
の
報
告 

□
取
扱
高
等 

(

令
和
８
年
６
月
累
計
速
報
値) 

➣

前
年
度
比
較
で
、
市
場
全
体
の

取
扱
高
は
金
額
ベ
ー
ス
で
約
6.2
億

円
、
３
%
の
増
。
直
接
集
荷
は
金
額

ベ
ー
ス
で
約
2.1
億
円
、
7.1
％
の
増
。 

 

□
果
実
加
工
施
設
用
地
等
の
行
政

財
産
使
用
許
可
申
請
者
の
募
集 

➣

果
実
加
工
施
設
用
地
等
の
使
用

者
を
募
集
す
る
。
７
月
18
日(

土)

現
地
説
明
会
、
９
月
上
旬
～
中
旬

の
使
用
開
始
予
定
。
周
知
願
う
。 

 
 

□
喫
煙
ル
ー
ル
違
反
行
為
へ
の
対
応 

➣

違
反
行
為
に
対
し
、
法
令
等
に

基
づ
き
厳
正
に
対
応
し
た
く
、 

９
か
所
の
喫
煙
指
定
場
所
以
外
は

場
内
全
面
禁
煙
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
す
る
。
受
動
喫
煙
防
止
と
火

災
防
止
の
観
点
か
ら
、
保
健
所
と

消
防
署
に
周
知
・
啓
発
を
し
て
も

ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。 

要
綱
に
基
づ
く
指
導
と
行
政
処

分
を
厳
正
に
実
行
し
、
悪
質
な
違

反
者
に
対
し
て
は
健
康
増
進
法
に

基
づ
く
過
料
事
件
と
し
て
裁
判
所

に
通
知
、
火
災
を
発
生
せ
し
め
た

者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
も
検

討
す
る
。
な
お
、
失
火
罪
で
刑
事
責

任
を
問
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。 

以
上
、
当
会
議
で
承
認
が
得
ら
れ
れ

ば
、
保
健
所
、
消
防
と
調
整
を
図
り
、

で
き
る
も
の
か
ら
順
次
実
施
す
る
。  

 (

議
長)

指
定
場
所
以
外
で
の
喫
煙
行

為
を
ど
の
よ
う
に
監
視
す
る
の
か
。 

 (

大
阪
府)

従
来
か
ら
の
喫
煙
指
導

員
に
加
え
、
今
年
か
ら
は
府
の
査
察

員
も
指
導
員
に
委
嘱
さ
れ
た
。
喫
煙

指
導
員
が
巡
回
時
に
監
視
し
、
吸
っ

た
人
が
い
れ
ば
注
意
し
て
い
く
。 

 (

管
理

セ
ン

タ
ー)

喫
煙
指
導
員
は
56
名
を

指
定
し
て
お
り
、
ル
ー
ル
違
反
に

は
通
告
書
の
切
符
を
切
っ
て
い

る
。
こ
の
ル
ー
ル
を
徹
底
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
例
外
な
く
反
則
切

符
を
切
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ

で
良
い
か
、
い
つ
か
ら
実
行
す
る

か
、
こ
の
場
で
判
断
願
う
。
な
お
、

７
月
３
日
に
保
健
所
の
職
員
が
来

場
。
場
内
の
実
態
を
調
査
し
、
指
定

場
所
以
外
の
喫
煙
に
対
し
「
と
ん

で
も
な
い
こ
と
だ
」
と
の
厳
し
い

指
摘
が
あ
っ
た
。 

 (

議
長)
各
社
・
組
合
に
お
い
て
、
指

定
場
所
以
外
で
の
全
面
禁
煙
を
徹

底
さ
れ
た
い
。 

 (

常
駐
代
表
者)

徹
底
に
あ
た
っ
て

は
、
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
チ

ラ
シ
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
を
喫
煙
所
に
掲
示
す
れ
ば
い

い
と
思
う
し
、
組
合
員
に
配
布
し
、

徹
底
し
た
い
。 

 
 (

管
理

セ
ン

タ
ー)

府
と
管
理

セ
ン

タ
ー

と
で
相
談

し
、
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

 (

常
駐
代
表
者)

喫
煙
ル
ー
ル
順
守

の
場
内
放
送
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。 

 (

管
理

セ
ン

タ
ー)

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

 

□
宮
島
２
号
線
の
バ
リ
ケ
ー
ド 

➣

西
１
号
門
か
ら
２
号
門
の
間
の

路
上
バ
リ
ケ
ー
ド
は
、
今
後
、
撤
去

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
で

も
午
前
７
時
00
分
か
ら
正
午
ま
で

が
通
行
禁
止
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
く
、
電
柱
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

へ
の
注
意
喚
起
看
板
設
置
な
ど
の

代
替
措
置
を
検
討
中
で
あ
る
。 

 

■
管
理

セ
ン

タ
ー

か
ら
の
報
告 

■
活
性
化
事
業 

□
ハ
ー
ド
事
業 

➣

サ
イ
ン
塔
改
修
工
事(

正
門
、
北

門
、
東
門
、
西
１
号
門)

。[

工
期
：

７
月
８
日
～
８
月
25
日] 

 

□
ソ
フ
ト
事
業 

◆
産
地
連
携 

➣

飛
騨
高
山
観
光
物
産
展(

杭
瀬
商

店
街)[

10

/
４
日(

日)] 

※
協
力
：
飛
騨
蔬
菜
出
荷
組
合
、
JA

ひ
だ
、
追
手
門
学
院
大
学
、
北
果 

 

◆
市
場
見
学 

➣

北
海
道
霧
多
布
高
校
産
業
視
察

研
修[

７
/

28(

火)]

９
時
00
分
～ 

 

■
ご
み
関
連 

TEL:(072)636-3698


 
 
 
 

魚
介
類
の
環
境
汚
染
物
質
検
査 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

協 会 役 職  氏  名 所  属 

理事長 三木 博司 大阪北部中央青果 ㈱代表取締役社長 

副理事長・安全部会長 西田 景典 大阪府青果卸売協同組合理事長 

副理事長・計量部会長 杉江 茂樹 大阪府水産物卸協同組合理事長 

理事・総務部会長 島崎 盛介 大阪北部中央青果㈱専務取締役 

理事 堀ノ内 重治 大果大阪青果 ㈱代表取締役社長 

理事・食品衛生部会長 酒井 孝博 大果大阪青果 ㈱専務取締役北部支社長 

理事 石井 享一 ㈱ うおいち代表取締役社長 

理事・常駐代表者会議議長 小笠原 元功 ㈱ うおいち取締役専務執行役員北部支社長 

理事 山橋 英一郎 ㈱ 大水代表取締役社長執行役員 

理事・福利厚生部会長 花木 章男 ㈱ 大水執行役員北部支社長 

理事 平川 秀光 大阪府青果卸売協同組合副理事長 

理事 榎本 隆行 大阪府水産物卸協同組合理事 

理事 巽 計廣 ㈱ 北部冷蔵ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ代表取締役社長 

理事 宮前 茂 大阪府中央卸売市場管理ｾﾝﾀｰ㈱専務取締役 

理事 浜本 佳代子 大阪府中央卸売市場管理ｾﾝﾀｰ㈱執行役員 

監事 半田 啓介 大阪府青果卸売協同組合副理事長 

監事 京本 重喜 大阪府水産物卸協同組合副理事長 

 

市場だより 令和 8 年 7 月３１日（４） 

《
６
月
》 

《管理センターとりまとめ》 

今
年
度
は
新
た
に
５
月
に
水

銀
・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
）、
６
月
に
水
銀
・
有
機
ス
ズ
化

合
物
（
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
・
Ｔ
Ｐ
Ｔ
）
の
検

査
を
、
魚
類
計
８
検
体
に
対
し
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
環
境
中

に
存
在
し
、
食
物
連
鎖
の
過
程
で

体
内
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

魚
類
に
暫
定
的
規
制
値
を
超
え
て

含
ま
れ
て
い
な
い
か
等
を
測
定
し

た
も
の
で
す
。
結
果
は
何
れ
も
問

題
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

○
水
銀
（
総
水
銀
・
メ
チ
ル
水
銀
） 

自
然
界
の
海
や
湖
な
ど
の
水
に

は
無
機
水
銀
が
溶
け
て
お
り
、
こ
の

一
部
が
特
殊
な
細
菌
の
働
き
に
よ

っ
て
毒
性
の
強
い
メ
チ
ル
水
銀
に

変
わ
り
ま
す
。
工
場
排
水
に
含
ま
れ

て
い
た
メ
チ
ル
水
銀
が
周
辺
海
域

の
魚
介
類
に
蓄
積
し
、
こ
れ
ら
を
長

期
間
食
べ
続
け
て
起
き
た
健
康
障

害
、
い
わ
ゆ
る
「
水
俣
病
」
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。 

一
定
量
以
内
の
わ
ず
か
な
メ
チ

ル
水
銀
で
あ
れ
ば
長
期
間
摂
取
し

続
け
て
も
発
症
し
な
い
と
い
う
観

点
か
ら
、
国
は
、
昭
和
48
年
に
魚

介
類
中
の
水
銀
の
暫
定
的
規
制
値

を
定
め
ま
し
た
。 

 

○
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
） 

昭
和
43
年
に
発
生
し
た
「
カ
ネ

ミ
油
症
事
件
」
の
原
因
物
質
の
一

つ
で
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
、
広

く
環
境
を
汚
染
し
て
い
る
と
同
時

 

《
４
月
～
６
月
・累
計
》 

指
定
管
理
者
評
価
委
員
会 

７
月
13
日(

月)

、
國
民
會
館(

大

阪
市
中
央
区)

で
標
記
委
員
会
（
委

員
長
：
藤
田
武
弘
追
手
門
学
院
大

学
教
授
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
光
野
場
長
か
ら
「
今
年
度

は
、
第
３
期
指
定
期
間(
５
年
間)

の

最
終
年
度
。
過
去
４
年
間
の
利
点

を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
期
待
し

て
い
る
。
本
日
は
、
そ
の
評
価
に
用

い
る
基
準
作
成
が
目
的
。
ご
審
議

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
、
宮
前
専
務
か
ら
、

市
場
業
務
全
般
の
説
明
と
管
理

セ
ン

タ
ー

の
事
業
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

こ
れ
に
基
づ
き
、
４
名
の
委
員

に
よ
る
熱
心
な
審
議
の
結
果
、
前

年
度
の
評
価
項
目
を
基
礎
と
し

て
、
具
体
的
な
評
価
基
準
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
。 

 

に
食
品
等
も
汚
染
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。「
カ
ネ

ミ
油
症
事
件
」
は
、
ラ
イ
ス
オ
イ
ル

（
米
ぬ
か
油
）
の
製
造
過
程
に
お

い
て
熱
媒
体
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
、
ラ
イ
ス
オ
イ
ル

中
に
混
入
し
た
こ
と
で
発
生
し
た

大
規
模
な
食
中
毒
事
件
で
す
。

様
々
な
用
途
に
利
用
さ
れ
て
い
た

Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
、
昭
和
47
年
に
製
造
中

止
に
な
り
ま
し
た
が
、
安
定
性
が

高
く
、
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、
自

然
界
で
の
長
期
間
の
残
留
性
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

国
は
同
年
、
暫
定
的
規
制
値
を

食
品
別
に
設
定
し
ま
し
た
。 

 

○
有
機
ス
ズ
化
合
物
（
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
・
Ｔ

Ｐ
Ｔ
） 

か
つ
て
は
船
底
塗
料
や
漁
網
の

防
汚
剤
（
海
藻
や
貝
殻
の
付
着
を

防
ぐ
薬
剤
）
と
し
て
使
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
海
洋
生
物
へ

の
有
害
性
や
海
洋
汚
染
が
問
題
と

な
り
、
平
成
元
年
に
特
定
化
学
物

質
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
種

化
学
物
質
で
あ
る
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
（
ト

リ
ブ
チ
ル
ス
ズ
）
は
原
則
製
造
・
輸

入
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

第
二
種
化
学
物
質
の
Ｔ
Ｐ
Ｔ
（
ト

リ
フ
ェ
ニ
ル
ス
ズ
）
も
使
用
量
の

制
限
や
表
示
義
務
な
ど
様
々
な
規

制
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

衛
検
で
は
こ
の
よ
う
に
従
来
の

検
査
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
た

な
項
目
を
導
入
す
る
な
ど
検
査
体

制
を
強
化
し
、
有
害
な
食
品
の
流

通
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
検
体
の
確
保
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
講
習
会 

公
益
社
団
法
人
大
阪
労
働
基
準

連
合
会
茨
木
労
働
基
準
協
会
支
部

か
ら
講
師
を
招
聘
し
、
６
月
３
日

（
水
）
か
ら
７
月
１
日
（
水
）
の
間

の
４
日
間
に
わ
た
り
標
記
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

初
日
の
講
座
か
ら
、
実
技
最
終

日
に
至
る
ま
で
、
27
名
が
一
人
の

欠
席
も
な
く
精
勤
さ
れ
、
見
事
、
全

員
が
合
格
し
、
資
格
を
取
得
さ
れ

ま
し
た
。 

今
後
、
27
名
の
皆
様
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
に
お
い
て
、
事
故
に

は
十
分
ご
留
意
の
う
え
、
業
務
に

一
層
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年７月３１日 （３）市場だより 

令和９年カレンダーの挿絵が決りました 

１月 伊勢えび 

 

２月 スナップえんどう ３月 はっさく 

４月 かつお ５月 らっきょ ６月 メロン 

７月 うなぎ ８月 トマト ９月 キウイ 

10月 きのこセット 11月 りんご 12月 本まぐろ 

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て 

茨
木
労
働
基
準
監
督
署 

 

昨
今
、
熱
中
症
は
重
大
な
健
康
問

題
で
あ
り
、
昨
年
６
月
か
ら
、
労
働
者

を
雇
用
す
る
全
て
の
事
業
者
に
対

し
、
職
場
で
の
熱
中
症
対
策
が
義
務

化
さ
れ
、
違
反
に
は
罰
則
が
科
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
常
駐
代

表
者
会
議
で
は
、
茨
木
労
働
基
準
監

督
署
安
全
衛
生
課
長
増
渕
孝
志
様
の

ご
出
席
を
得
て
、
職
場
に
お
け
る
熱

中
症
防
止
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

熱
中
症
に
よ
る
多
く
の
死
亡
事

例
は
、
初
期
対
応
の
遅
れ
や
不
備

が
原
因
で
、
適
切
な
対
応
で
防
げ

た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
体
調
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
誰

に
報
告
す
る
の
か
、
救
急
要
請
を

は
じ
め
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る

の
か
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い

て
、
作
業
者
に
周
知
す
る
こ
と
が

対
策
の
第
一
歩
で
あ
る
な
ど
、
事

業
場
が
と
る
べ
き
対
応
が
厚
生
労

働
省
の

HP

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
場
内
の
皆
様
も
是
非
、
そ
の
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

https://neccyusho.mhlw.go.jp/pdf/2026/necchusho2026_pamphlet.pdf 

 

７
月
の 

市
場
見
学 

７
月
９
日(

木)

、
タ
キ
イ
研
究
農

場
付
属
園
芸
専
門
学
校
27
名
の
皆

様
が
市
場
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。 

管
理

セ
ン

タ
ー

引
率
の
も
と
、
冷
蔵
庫

棟
、
バ
ナ
ナ
加
工
場
を
順
次
見
学

し
、
青
果
棟
で
仲
卸
事
業
者
の
作
業

状
況
と
大
果
保
冷
庫
を
見
学
し
た

後
、
衛
生
検
査
所
で
検
査
業
務
の
概

要
説
明
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

11
時
30
分
か
ら
は
、
管
理
棟
７

階
講
堂
で
、
大
果
北
部
支
社
川
辺

上
席
執
行
役
員
か
ら
「
大
阪
の
食

卓
を
支
え
る
中
央
卸
売
市
場
の
し

く
み
と
大
果
の
取
り
組
み
」
と
し

て
、
食
品
流
通
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
な

話
題
や
待
機
問
題
に
対
処
す
る
た

め
の
デ
ジ
タ
ル
戦
略
等
に
つ
い

て
、
講
義
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

中
止
の
お
知
ら
せ 

今
年
度
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
実
施
し

な
い
こ
と
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て

い
た
皆
様
に
は
誠
に
恐
縮
で
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

市
場
協
会
事
務
局 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市場だより（２） 第 413 号 

人身事故 1 件 (0 件) 

物損事故 11 件 (7 件) 

 うち市場施設の物損※ 5 件 (4 件) 

 うち車両同士の衝突 6 件 (3 件) 

合計 12 件 (7 件) 

()内は R7 年度の件数 
・トラック車両等による市場施設の物損事故３件。 
  ➣ 中央分離帯ガードレール、雨水配管ガードレール、 

北門前ブロック破損 
・青果荷物用エレベーター物損３件➣被害額は全額求償 

□
不
法
投
棄 

➣

６
月
発
生
件
数
１
件(

対
策
開
始

前
と
比
較
し
99.2
％
減
少) 

 
・
投
棄
物
：
イ
ス 

・
投
棄
場
所
：

水
産
買
出
人
駐
車
場 

➣

発
見
次
第
、
防
犯
カ
メ
ラ
映
像

に
よ
り
確
認
を
実
施
し
、
投
棄
者

に
よ
る
自
主
回
収
を
指
導 

➣

悪
質
な
持
込
投
棄
・
不
法
投
棄

は
、
入
場
禁
止
等
の
行
政
処
分
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
警
察
へ
通

報(

２
件
立
件
。
罰
金
刑)

。 
 

※
過
去
に
入
場
禁
止
処
分
歴
の
あ
る

事
業
者
に
よ
る
青
果
く
ず
の
不
法
投

棄
を
確
認
し
、
警
察
へ
通
報➣

書
類
送

検
予
定➣

入
場
禁
止
予
定 

 

□
青
果
く
ず
排
出
状
況[()

は
前
年

度
同
月
比] 

◆
６
月
単
月
実
績 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

➣

排
出
量
62.02

ト 

 

ン(

▲

12.73
ト 

 

ン

、▲
17.03

%) 
 

➣

処
理
費
用(

税
抜)

133
万
３
千
430

円(

▲

27
万
３
千
695
円
、
▲

17.03

%) 
 

◆
４
～
６
月
単
月
実
績 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

➣

排
出
量

223.17
ト 

 

ン(+

34
ト 

 

ン

、+

17.97
％
） 

➣

処
理
費
用(

税
抜)

479
万
８
千
155

円(+

73
万
１
千
円
、+

17.97
％) 

 

※
５
月
分(

６
月
請
求
分)

よ
り
、
運

搬
費
コ
ス
ト
上
昇
分
を
反
映
し
、

負
担
金
額
を
改
定 

※
大
量
排
出
は
事
前
に
管
理

セ
ン

タ
ー

ま

で
連
絡
を(

受
け
入
れ
態
勢
及
び
食

品
ロ
ス
削
減) 

 

□
木
製
廃
棄
パ
レ
ッ
ト
排
出
状
況

[()

は
前
年
度
同
月
比] 

 

◆
６
月
単
月
実
績 

➣

排
出
量
５
千
440
枚
（+

510
枚
、+

13
枚
/
日
、+

9.2
％
） 

➣

処
理
費
用(

税
抜)

59
万
７
千
10

円(+

８
万
１
千
450
円
、+

15.8

%) 

１
日
平
均
233
枚 

◆
４
～
６
月
の
累
計 

➣

排
出
量
１
万
６
千
150
枚(+

１
千

360
枚
、+

9.2
％) 

➣

処
理
費
用(

税
抜)

174
万
９
千
140

円(+

21
万
９
千
855
円
、+

14.4

%) 
 

◆
７
月
実
績(

7/1
～
7/12) 

➣

排
出
量
１
千

870

枚(

▲

340

枚) 

１
日
平
均
233
枚 

※
外
部
か
ら
の
持
ち
込
み
禁
止
、

利
用
可
能
な
パ
レ
ッ
ト
の
再
利
用

の
徹
底
を
。 

 
□
一
般
廃
棄
物
排
出
状
況[()

は
前

年
度
同
月
比] 

◆
６
月
単
月
実
績 

 
 

➣

排
出
量
91.61

ト 

 

ン(

▲

29.69
ト 

 

ン

、▲
24.5

%) 

➣

処
理
費
用(
税
抜)

74
万
９
千
536

円(

▲

24
万
２
千
918
円
、
▲

24.5
％) 

 

◆
４
～
６
月
の
累
計 

➣

排
出
量
294.95

ト 

 

ン(

▲

128.27
ト 

 

ン

、▲
30.3

%) 

➣

処
理
費
用(

税
抜)

241
万
３
千
227

円(

▲

104
万
９
千
482
円
、
▲

30.3

%) 
 

◆
７
月
実
績(

7/1
～
7/12) 

➣

排
出
量

31.93
ト 

 

ン(

▲

12.18
ト 

 

ン) 
 

■
禁
煙
対
策 

 

◆
Ｒ
８
年
度
ル
ー
ル
違
反
の
状
況

(

6/1
～
6/30) 

➣

売
場
等
に
お
け
る
警
備
及
び
大

阪
府
査
察
職
員
に
よ
る
注
意
指
導 

水
産
８
件
、
青
果
７
件 

➣

通
告
書
交
付(

違
反
者)

３
件[

場

外
０
件] 

➣

警
告
書
交
付(

再
違
反
者)

０
件

➣

更
に
累
犯
で
入
場
禁
止 

➣

場
内
全
エ
リ
ア
に
つ
い
て
カ
メ

ラ
に
よ
る
喫
煙
状
況
の
確
認
を
継

続
実
施 

補
地
、
④
実
施
日
時
、
以
上
を
決
定

願
う(

以
下
、
結
論)

。 
 

①
招
待
者
は
、
各
社
・
団
体
か
ら
提

示
さ
れ
た
188
名
。
新
た
な
属
性
や

人
数
の
追
加
を
す
る
場
合
は
、
今
後

設
置
さ
れ
る
実
行
委
員
会
の
決
定

を
得
る
も
の
と
す
る(

地
元
選
出
議

員
数
の
増
減
や
各
社
の
人
事
異
動

に
よ
る
人
選
の
変
更
は
こ
の
限
り

で
は
な
い)

。
但
し
、
祝
宴
会
場
の
収

容
可
能
人
数
の
範
囲
に
留
め
る
。 

 

②
40
周
年
時
と
同
様
、
表
彰
式
、
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
鏡
開
き
、
楽
器

演
奏
を
行
う
前
提
で
会
場
を
探
す
。 

 

③
会
場
候
補
地
選
定
は
、
市
場
協

会
理
事
長
に
一
任
す
る
。 

 

④
開
催
日
時
は
、
優
先
順
位
順
に

令
和
10
年
５
月
14
日(

日)

、
同
21

日(

日)

、
同
28
日(

日)

と
す
る
。 

 

■
衛
検
か
ら
の
報
告 

➣

令
和
８
年
度
第
１
四
半
期(

４
月

～
６
月)

は
、
細
菌
検
査
・
理
化
学
検

査
と
も
食
品
衛
生
法
違
反
の
食
品

は
な
く
、
食
品
表
示
法
違
反
の
食
品

も
な
か
っ
た
の
で
報
告
す
る
。 

 

■
水
産
組
合
杉
江
理
事
長 

➣

６
月
17
日
の
阪
本
前
副
理
事
長

の
お
別
れ
会
に
際
し
、
皆
様
に
は
、

ご
多
忙
の
中
、
ご
臨
席
を
く
だ
さ

い
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
故
人
も
き
っ
と
喜
ん
で
い
る

と
存
じ
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

■
場
長
か
ら 

➣
猛
暑
が
続
く
中
、
熱
中
症
に
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
い
た
だ
き
た

い
。
宮
島
２
号
線
の
バ
リ
ケ
ー
ド
撤

■
鳥
獣
対
策 

□
カ
ラ
ス
対
策 

➣

捕
獲
数(

4/1
～

7/14)

192
羽 

 

■
そ
の
他 

□
ヤ
ク
ル
ト
工
場
見
学[

日
程
調
整
中] 

 
■
協
会
事
務
局
か
ら
の
報
告 

□
令
和
９
年
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成 

➣

本
日
、
挿
絵
を
ご
決
定
い
た
だ
き

た
い(

原
案
ど
お
り
可
決)

。
今
後
、

８
月
下
旬
に
場
内
説
明
会
を
実
施
。

ポ
ケ
ッ
ト
版
は
、
既
報
の
と
お
り
減

数
。
ご
理
解
願
う(
異
論
な
し)

。 
 

□
今
後
の
福
利
厚
生
事
業 

➣

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、今
年
度
の

実
施
を
見
合
わ
せ
る(

異
論
な
し)
。 

 

□
開
場
50
周
年
記
念
事
業 

➣

９
月
の
常
駐
代
表
者
会
議
で
の

会
場
決
定
に
向
け
て
、
本
日
、
①
招

待
者
数
、
②
各
種
催
し
、
③
会
場
候

去
後
は
、
交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
の
で
、
従
業
員
、
組
合
員
に

対
し
、
事
故
防
止
の
注
意
喚
起
を
お

願
い
す
る
。
喫
煙
の
問
題
は
、
吸
わ

な
い
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
市
場
に
し
て
行
き
た
い
。 

  

 

 

■
交
通
安
全
対
策 

□
場
内
交
通
事
故(

６
月)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


